
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
八
巻
第

三
號

卒
成
元
年
十
二
月

『
繹
浮
土
群
疑
論
探
要
記
』
と

『
群
疑
論
見
聞
』
と

の
関
係
に
つ
い
て

村

上

真

瑞

『繹
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
と

『
群
疑
論
見
聞
』
と
の
関
係
を
述
べ

る
前
に
、
『繹
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
自
体
の
著
者
が
誰
で
あ
る
の
か
を

明
確
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ナ
で
に

昭
和
六
十
三
年
度

の
日
本
宗
教
学
会
に
お
い
て
発
表
し
て
い
る
が
、
今

回
概
要
を
述
べ
て
お
き
た
い
と
思
う
。
『繹
浮
土
群
疑
論
探

要

記
』
の

著
者
に
つ
い
て
は
、
従
来
よ
り
次
の
よ
う
な
説
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

ま
ず
現
在

一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
通
説
を
、
『
日
本
仏
教
典
籍

大

事

典
』
(昭
和
六
十

一
年
十

三
月
刊
)
に
よ

っ
て
考
察
し
て
み
る
な
ら
ば
、

繹
浮
土
群
疑
論
探
要
記

【し
ゃ
く
じ
ょ
う
ど
ぐ
ん
き
う
ん
た
ん
よ
う
き
】
十

四
巻
。
著
者
明
記
な
し
。
し
か
し
、
古
来
の
記
録
に
よ
り
道
忠

(P
l
三
八

一二
)

が
文
永
六

(
=
三六
九
)
年
に
著
述
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
別

に
群
疑
論
探
要
記
、
あ
る
い
は
た
だ
探
要
記
と
も
略
称
す
る
。
道
忠
は
浄
土

宗
第
三
祖
良
忠
の
弟
子
と
な
り
、
師
命
を
受
け
て
南
都
に
遊
学
し
、
法
相
の

学
を
修

め
、

こ
の
書
を
著
わ
し
た
。
本
書

は
中

国
浄
土

五
祖

の
中
第

四
祖

に

数
え
ら

れ
、
善

導

の
教
え
を
う
け
て
唐
代

に
活
躍
し
た
懐
感

の
著

『
繹
浄
土

群
疑

論
』
七
巻

に
対
し
て
本

文
に
忠
実

に
逐
文
解
釈
を
行

っ
た

も

の

で

あ

る
。

噌
四
巻

の
う
ち
第

三
・
二

・
三

・
は
論

の
第
二

を
、

第
四

・
五

は
論

の

第

二
を
第

六

・
七

は
論

の
第

三
を
第

八

・
九

は
論

の
第
四
を
、

第

三
〇

・
三

三
は
論

の
第

五
を
、
第
二

二

・
=
二
は
論

の
第
六
を
、

第

一
四

は
論

の
第
七

を
そ
れ
ぞ
れ
注
釈

し
た
も

の
で
あ
る
。
『
群
疑
論
』
中
に
、
引
用
す

る
経
論
釈

の
原
文
を
忠
実

に
引
釈

し
、
論

の
要
点
を
ま
と
め
て
提
示
す

る
等
、

現
存
す

る

『
群
疑
論
』

の
注
釈
書

の
中

で
は
も

っ
と
も
詳
細

な
も
の
で
あ

る
。

引
用

文
中

に
は
、
今

日
侠
失
し

て
見
ら
れ
な

い
典
籍

も
含

ま
れ
、
鎌
倉
時

代

に
お

け
る
浄
土
教
、

及
び
唯
識
関
係
、

な
ら
び
に
三
階
教

の
典
籍
等

を
知

る
た
め

の
貴

重
な
文
献
資
料
と
し

て
の
意
味
を
も

つ
書
で
も
あ
る
。
版
本

に
寛
永

一

三

(
三
六

三
四
)

年
版
及
び
同

三
二

年
版
が

あ
る
。
『
浄

全
』

6

所

収

(初

版
明
治
四

二
年
刊
)

の
も

の
は
後
者

の
本
と
手
沢

の
善
本

を
校
合

し
、

再
版

本

で

は
さ
ら

に
大
鹿
懲
成
師

の
手
沢
本
と
再
度
校
勘

さ
れ
て
い
る
。
[
末
注
]
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『
探
要
記
考
』

一
四
巻

(
正
大

・
谷
大
)
[
所
載
]
浄
全
6
ひ
[
参
考

]
浄

全

2
-
(
解
題
)
、
浄
土
宗
典
籍

研
究
。

(1
)

[金
子
寛
哉
]

と
記
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、

三
般
的
に
は
、
道
忠
が
自
ら
南
部
に
遊
学

し
、
こ
の
書
を
著
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
岸
信
宏
師
の

『繹
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』

の
解
題
に

よ
る
と
、

著
者
乗
圓
房
道
忠
師
は
記
主
良
忠
上
人
の
門
下
な
る
も
、
そ
の
傳
記
末
だ
之

を
審
か
に
す
る
こ
と
を
得
ず
、
併
し
足
利
中
期
鎌
倉
光
明
寺
の
聖
轡
慶
順
の

撰
す
る
諸
記
要
語
類
聚

(窩
本
)
に
よ
れ
ば
記
主
上
人
群
疑
論
の
記
を
造
る

邊
な
き
を
憾
み
、
先
づ
性
心

(性
阿
)
、浄
心

(良
畳
)
、
理
眞

(源
忠
)
、

乗
圓

(道
忠
)
の
四
人
を
し
て
法
相
宗
義
を
研
究
せ
し
め
、
更

に
文
慶

元

年
、
理
眞
、
乗
圓
の
二
人
を
南
都
に
遣
は
し
て
法
相
の
教
義
を
學
ば
し
め
、

遂
に
文
永
六
年
十
二
月
乗
圓
房
道
忠
を
し
て
探
要
記
を
作
ら
し
む
と
あ
り
。

然
る
に
記
主
の
東
宗
要
第
三
に
は

「如
群
疑
論
探
要
記
」
と
い
ふ
譲
繹
を
設

け
あ
り
。
此
の
故
に
古
来
記
主
に
已
に
探
要
記
の
草
稿
本
あ
り
て
、
後
に
道

忠
之
を
細
繹
せ
る
も
の
に
非
ず
や
と
い
ふ
説
を
出
す
も
の
あ
り
。
故
観
學
神

谷
大
周
僧
正
の
所
蔵
せ
ら
れ
し
繹
浄
土
群
疑
論
私
記
(大
玄
僧
正
の
講
録
か
)

と
い
ふ
和
文
の
講
録

(窩
本
)
に
此
の
説
を
出
せ
り
。
と
に
か
く
記
主
の
命

を
受
け
て
南
都
に
法
相
を
學
べ
る
道
忠
の
撰
す
る
所
な
る
が
故
に
本
書
に
は

記
主
良
忠
上
人
の
意
思
が
鯨
程
加
わ
り
居
る
も
の
と
見
て
差
支
な
か
ら
む
。

(2
)

(岸
信
宏
)

と
し
て
単

に
道
忠
が
独
自
に
著
し
た
も
の
で
は
な
く
、
良
忠
の
意
志
に

よ
っ
て
道
忠
が
南
部
に
行
き
資
料
を
集
め
て
肉
付
け
し
て
い
っ
た
も
の

で
あ
ろ
う
と
、
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
道
忠

の
伝
記
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
な
ら
ば
、
『
浮

土
傳

燈
総
系
譜
』
巻
上
に
よ
る
と

道
忠
、
誰
乗
圓
、
久
師
二記
主
一深
通
二宗
源
一又
従
二
聰
慧
一習
二倶
舎
天
台
一就
二

蓮
乗
一而
究
二練
法
相
一作
二探
要
記
十
四
巻
一繹
二群
疑
論
二

旦
師
資
道
乖
離
二

(3
)

於
坐
下
一弘
安
四
年
正
月
二
九
日
寂

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
『群
疑
論
』
を
釈
し
て

『探

要

記
』
十
四

巻
を
作

っ
た
と
い
う
以
外
に
は
不
明
の
点
が
多

い
の
で
あ
る
。
こ
の
点

よ
り
、
解
題
に
お
い
て
岸
信
宏
師
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

『
浄
土
宗
要
集
』
巻
第
三
に
お
い
て

ハ

ノ

ニ

ハ

ソ

ニ

尋
云
解
慢
退
不
退
中

何
耶
答
云
云
。
尋
云
癬
慢
有
二教
主
一耶
答
云
云
。
尋
云

ル
ェ

ニ

ノ

シ

(
4
)

生
二惚
慢
國
一有
二来
迎
一耶
答
云
云
。
巳
上
三
箇
條
如
二墾
疑
論
探
要
記
一

と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
慨
慢
国
の
説
明
に
お
い
て
、
『繹
浄
土
群

疑

論

探
要
記
』
を
指
示
す
る
に
止
め
て
譲
釈
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
も
と
も

と
良
忠
に

『繹
深
土
群
疑
論
探
要
記
』
の
草
稿
本
が
あ

っ
て
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
道
忠
が
細
か
な
解
釈
を
ほ
ど
こ
し
た
の
で
あ
る
と
い
う
.大
玄

僧
正
の
説
が
あ
げ
ら
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
岸
信

宏

師

自

身

は
、
道
忠
の
所
撰
と
認
め
な
が
ら
も
、
強
く
良
忠
の
意
志
の
加
え
ら
れ

た
著
作
で
あ
る
と
し
て
、
良
忠
の
影
響
を
認
め
る
説
を
た
て
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
大
谷
旭
雄
教
授
は
、
『
往
生
要
宗

義

記
』
巻
第

三
に
お
い
て
も

『釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
と

『群
疑
論
見
聞
』
と
の
関
係
に
つ
い
て

(村

上
)
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『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
と

『群
疑
論
見
聞
』
と
の
関
係
に
つ
い
て

(村

上
)

ト

ユ

ニ

ル

ニ

ニ

ス

ル

カ

ニ

ニ

ノ

ニ

三
地
者

七
十
九

云
已
入
二
第

三
地

一菩
薩
方
生
二
浄

土
三故

又
佛
地
論

三
云

解

ニ

ク

カ

チ

ル

ト

ヨ
 

ヲ

ニ

ノ

ト

ハ

ス

深
密
経
説
一一三
地
已
上
乃
得
ザ生

故
田
。
所
レ言
三
地

者
諸
師
異
解
如
二探
要

記
囎
)

と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
三
地
の
説
明
に
お
い
て

『
喩
伽
論
』
『佛
地
論
』

を
あ
げ
更

に
諸
師
の
間
に
異
解

の
あ

っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
明
白
な
説
明
を
を
せ
ず

『繹
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
を
指
示
す

る
に
止
め
て
譲
釈
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
、
良
忠
が
譲
釈
す
る
場

合
ほ
と
ん
ど
自
分
の
撰
述
書

に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

『繹
浮
土

群
疑
論
探
要
記
』
は
、
元
来
良
忠
の
起
草
と
み
る
説
を
か
え
り
み
る
べ

(
6
)

き
で
あ

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
説
を
踏
ま
え
た
上
で
誰
が

『
繹
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』

の
著
者

で
あ
る
か
を
考
察
し
て
み
た
い
。
そ
こ
で
、
ま
ず

『繹
浄
土
群

疑
論
探
要
記
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
経
論
に
つ
い
て
、
す
べ
て
を
ひ
ろ

い
だ
し
、
整
理
し
て
経
論
の
引
用
傾
向
を
明
白
に
し
て
他

の
良
忠
の
著

書
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

『
繹
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
の
立
場

を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

で
は
、
『繹
浮
土
群
疑
論
探
要
記
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
経
論

を

引

(
7
)

用
回
数

の
多
い
順
に
整
理
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

『
佛
説
観

無
量
壽
経
』
1
二
五
五
回

『
成
唯
識
論
』
ー
二
三
二
回

『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
1
二
〇
八
回

『
成
唯
識
論
述
記
』
ー

三
六

三
回

(
窺
基
)

『
佛
説
無
量
壽
経
』
1

三
五
八
回

『
大
般
浬
薬
経
』
1

一
四
五
回

(北
本
)

『撮
大
乗
論
』
1

二
四
〇
回

『
佛
地
経
論
』
1

二
ご
三
回

『鍮
伽
師
地
論
』
ー

三
二

一
回

『
大
智
度
論
』
ー

二
一
八
回

『
大
乗
阿
毘
達
磨
雑
集
論
』

一
三
七
回

『維
摩
詰
所
説
経
』
ー

三
〇
〇
回

『妙
法
蓮
華
経
』
ー
九
六
回

『倶
舎
論
記
』
1
八

三
回

(
普
光
)

『
大
方
等
大
集
経
賢
護
分
』

七
九
回

『大
方
廣
佛
華
厳
経
』

七
七
回

『掻
大
乗
論
繹
』
ー
七
七
回

『繹
浮
土
群
疑
論
』

七

一
回

『佛
説
阿
彌
陀
経
』

六
八
回

『阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
ー
六
八
回

『
三
階
佛
法
』
ー
五
〇
回

『佛
説
観
佛
三
昧
海
経
』

四
二
回

『大
乗
法
苑
義
林
章
』
1
四

三
回

(
窺
葦

『無
量
壽
経
優
婆
提
舎
願
生
偶
』
ー
四

一
.

『
摩
詞
般
若
波
羅
一密
一経
』
ー
三二
六
回

『
因
明
人
正
理
論
』
ー
三
五
回
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『
大
方
廣
十
輪
経
』
-
三
三
回

『
成
唯
識
論
了
義
燈
』
1
三
二
回

(
恵
沼
)

『
大
乗
荘
厳
経
論
』
1
二
九
回

『
無
量
壽
経
連
義
述
文
賛
』
ー
二
九
回

『
成
唯
識
論
掌
中
椹
要
』
1
二
八
回

(窺
基
)

『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』
ー
二
七
回

(窺
基
)

『観
無
量
壽
経
疏
』
ー
二
六
回

『悲
華
・経
』
1
二
五
回

『十
住
毘
婆
沙
論
』
ー
二
四
回

『大
乗
起
信
論
』
ー
二
二
回

こ
こ
に
お

い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
浄
土
教
関
係
の
経
論

に

つ
い

て

は
、
浄
土
三
部
経
と
天
親
の

『
無
量
壽
経
優
婆
提
舎
願
生
偶
』
等
い
わ

ゆ
る
三
経

一
論
、
そ
し
て
善
導
の

『観
無
量
壽
経
疏
』
、
龍

樹

の

『十

住
毘
婆
沙
論
』
な
ど
最
も
根
本
的
な
経
論
で
あ
る
が
、

か
な
り
数
多
く

引
か
れ
、

撰
述
者
が
浄
土
教
に
対
し
て
か
な
り
深
い
学
識
を
持

っ
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『成
唯
識
論
』
を
は
じ

め

と
し
て

『成
唯
識
論
述
論
』
、
『
成
唯
識
論
了
義
燈
』
、
『
成
唯
識
論
掌
中

福
要
』
、
な
ど

『
成
唯
識
論
』
と
そ
の
末
書
類

に
加

え

て
、
『
掻
大
乗

論
』
、
『喩
伽
師
地
論
』
、
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
な
ど
法
相
宗
が
重
ん
じ

て
い
る
論
疏
や
、
『阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
、
『
因
明
入
正

理

論
』
、
『
大
乗

荘
厳
経
論
』
、
『
大
乗
阿
毘
達
磨
雑
集
論
』
、
『
佛

地
経

論
』
、
『
阿
毘
達

磨
大
毘
婆
沙
論
』
な
ど

の
玄
奨
訳
の
論
疏
が
多
く
引
か
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
玄
癸
訳
を
中
心
と
し
た
唯
識
、

園
明
、
す
な
わ
ち
法
相
宗
に
極
め

て
深

い
学
識
を
持

っ
た
者
の
撰
述
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
、
そ
れ
に

加
え
て
、
南
都
浄
土
教

の
研
究
者
で
あ
る
淑
徳
大
学
の
坂
上
雅
翁
先
生

の
ご
教
示
に
ょ
る
と
、
当
時
の
法
相
宗
の
正
統
、

す
な
わ
ち
、
興
福
寺

を
中
心
と
し
た
北
寺
伝

の
系
統
の
学
問
を
し
た
人
物

で
あ
る
と
言
わ
れ

(
8
)

て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
天
台
系
の
、

『妙
法
蓮
華
経
』
、
『
大
智
度

論
』
、
な
ど
も
引
か
れ
て
い
る
が
法
相
系
の
も
の
よ
り
少
な
い
と

い

う

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
『
妙
法
蓮
華
経
』

の
注
釈
書
と
し
て
智
頻
の
釈
で
あ
る

『妙
法
蓮
華
経
玄
義
』
よ
り
も
窺

基
撰

の

『妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』

の
方
が
多
く
引

か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
天
台
系

の
注
釈
書
よ
り
も
法
相
系

の
注
釈
書
に

重
き
を
お
い
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る

の

で

あ

る
。
そ
し
て
、

『
三
階
佛
法
』
す
な
わ
ち
三
階
教
の
典
籍
が
数
多
く
引
か
れ
て
い
る
こ

と
と
、
新
羅

の
法
相
系

の
佛
教
学
者
で
あ
る
憬
興
の
著
作
で
あ
る

『無

量
壽
経
連
義
述
文
賛
』
が
数
多
く
引
か
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

以
上
こ
れ
ら
の
引
用
経
論
の
傾
向
か
ら
分
析
す
る
と
、
『繹
津

土

群

疑
論
探
要
記
』
は
、
玄
莫
系
の
教
義

(法
相
宗
)
を
専
門
に
学
び
、
か
つ

浄
土
教
に
も
十
分
な
学
識
の
あ
る
も
の
に
よ

っ
て
、
撰
述
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
が
で
き
ょ
う
。
金
子
寛
哉
先
生
は
良
忠

の
著
作
で
あ
る

『
三
心

私
記
』
に
引
か
れ
る
経
論
は
天
台
関
係
の
著
作
が
多
い
と
指
摘
さ
れ
て

(9
)

い
る
が

『繹
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
で
は
こ
れ
と
ま

っ
た
く
反
対
の
結

『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
と

『群
疑
論
見
聞
』
と
の
関
係
に
つ
い
て

(村

上
)
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『釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
と

『群
疑
論
見
聞
』
と
の
関
係
に
つ
い
て

(村

上
)

果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
『繹
浮
土
群
疑

論
探
要
記
』
が
良
忠

三
人
だ
け
の
手
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
も

の
で
は

な
い
と
い
う
論
拠
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。
し
か

し
、

『繹
浮
土
群
疑
論
』
自
体
が
法
相
と
浄
土
と
の
対
論
を
取
り
扱
う

こ
と
が
非
常
に
多
い
書
物
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
注
釈
す
る
場
合

い
き

お
い
法
相
関
係
の
論
疏
が
多
く
な
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
も
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、

三
概
に
良
忠
の
も
の
で
は
な
い

と
は
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
他

の
良
忠
の
撰
述
書
と
は
か
な
り
異
な

っ
た
引
用
傾
向
を
し
め
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
い
う
こ
と
が

で
き
よ
う
。

次
に

『繹
浮
土
群
疑
論
探
要
記
』

の
中
に
良
忠
の
代
表
的
な
著
作

で

あ
る

『観
経
疏
傳
通
記
』
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目

し

て

み

た

い
。
『繹
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
巻
第
七
に
よ
る
と
、

ニ

ハ

ス

ト

ニ

ハ

ケ

リ

ト

月
蔵
智
度
既
尼
母
等

明

二如
來
正
法

五
百
年

一大
悲
及
倶
者
等

説

・二

千
年

一

(10
)

ニ

ニ

ス
ル
カ

如
二傅
通
記
委
細
分
別
三

と
説
か
れ
る
よ
う
に
正
法
五
百
年
説
と

二
千
年
説
と
を
説
明
す
る
箇
所

(
11
)

に
お
い
て

『翻
経
疏
傳
通
記
』
定
善
義
記
第

三
を
引
い
て
、
詳
細
な
説

明
を
そ
ち
ら
に
譲

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『繹
浄
土
群
疑

論

探

要
記
』
巻
第
十
四
に
よ
る
と
、

ニ

ス

ヲ

ソ

ン

 
ロ
ヲ

ニ

ノ

ニ

ヲ

テ

ス

ト

ク

問
既
起

こ疑

心
一如
何
得
レ
生

答
准

異

課
経

M暫
信
不
信
名
為

二疑
者

一謂
此
之

バ

ク
シ

バ
ク

フ

ト
ト

メ

ナ
ルコ
ヲ

ニ
テ

ニ

コ
ヲ

人

或

時
能

信

或

時

能

疑

信

疑

交

雑

不

レ得

二
一
向

一

故

由

二暫

信

一得

レ
生

二
浮

ニ

ニ

テ

ヘ
ル

ト

ス

ト

フ

ニ

ク

ノ

ヲ

ニ

ヘ
ル

土

三壽
経
説
言

二猶
信
罪
幅

一既
此
義
也
。

錐
レ信

尚
疑
故
受
二
邊
難

一亦
経
説

ト

ニ

ハ

シ

ノ

ニ

テ

ヲ

カ

ノ

言
二
疑
惑

不
信

-即
此
義
也
。

具

如
下
傳
通
記

中
引

二畳
経
等

一解
申
疑
心

者

往

(

ヲ
)

生
之
義
蜘

と
説
か
れ
る
よ
う
に
疑
心
を
持
ち
な
が
ら
も
往
生
す
る
も
の
に
つ
い
て

『
佛
説
無
量
壽
経
』

の

「猶
信
罪
輻
」
と

「
疑
惑
不
信
」
と
の
文
を
引

(
13
)

き
そ
の
詳
細
な
説
明
は
、
『
観
経
疏
傳
通
記
』
を
引
い
て
そ
ち
ら

に
譲

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

『
繹
浮
土
群
疑
論
探
要
記
』
の
中

に

『観
経
疏
傳
通
記
』

の
譲
釈
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
他
の
良
忠
の
撰

述
書
と
ま

っ
た
く
同
じ
説
明
方
法
を
ど
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
か
ら
、
『
繹
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
は
良
忠
が
か
な
り
の
割

合

で
、

撰
述
に
か
か
わ

っ
て
い
た
と
い
う
説
を
全
面
的
に
否
定
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
先
に

『
繹
浄
土
群

疑

論

探

要

記
』
は
、
引
用
経
論

の
傾
向
か
ら
良
忠

の
著
述
と
は
か
な
り
異
な

っ
た

傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
『繹
浮
土
群

疑

論

探
要
記
』
の
中
に

『翻
経
疏
傳
通
記
』

の
譲
釈
が
存
在
す
る
こ
と
と
の

両
方
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
良
忠
が

『観
経
疏
傳
通
記
』
を
著
述
し
た

後
、

か
な
り
早
い
時
期
か
ら

『繹
深
土
群
疑
論
探
要
記
』
の
草
稿
を
執

筆
し
始
め
そ
の
後
、
法
相
な
ど

『繹
浄
土
群
疑
論
』
を
理
解
す
る
上
で

必
要
な
南
都
系

の
学
問
を
道
忠
に
学
ば
せ
、
必
要
な
引
用
経
論
を
加
え

て
、
草
稿
の
上
に
肉
付
け
を
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な

『
繹
浮
土
群
疑
論
探
要
記
』
の
著
者
に
関
す
る
考
察
を

ふ
ま
え
た
う
え
で
、
『群
疑
論
見
聞
』
に
つ
い
て
考
察
す
る
な

ら

ば
、
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す
で
に
塚
本
善
隆
博
士
、
坪
井
俊
映
博
士
、
金
子
寛
哉
先
生
な
ど

の
詳

細
な
研
究
が
あ
る
の
で
、
そ
の
研
究
成
果
を
簡
単
に
紹
介
し
た
後
で
私

の
意
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

塚
本
博

士
は
、

群
疑
論
見
聞
七
巻
、
良
忠
述
、
良
聖
手
澤
、
美
濃
紙
形
の
冊
子
に
し
て
表
紙

に
も
良
聖
の
自
署
花
押
あ
り
、
第
七
巻
の
奥
に
群
疑
論
見
聞
己
上
七
巻

建
長
八
年

(
=
三五
六
)
丙
辰
八
月
十
六
日
、
於
常
陸
國
東
條
荘
小
野
郷
書

窩
之
了
、
執
筆
良
聖
、
年
廿
三
歳
也
、
聖
忍
花
押

廿
三
歳
の
良
聖
は
何
人
か
の
講
義
を
筆
録
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
彼

が
建
長
六
、
七
年
以
来
良
忠
の
講
席
に
侍
し
て
筆
録
の
任
に
當
っ
て
い
る
こ

と
、
又
東
條
小
野
郷

(今
太
田
村
)
の
地
理
的
関
係
よ
り
見
る
も
、
こ
れ
も

又
良
忠
の
講
義
か
と
推
察
せ
ら
れ
る
。
1
中
略
i
探
要
記
は
文
永
六
年

(
三

二
六
九
)
三
二
月
草
と
い
へ
ば
、
今
此
の
見
聞
は
こ
れ
に
先
立
ち
、
法
然
門

流
の
群
疑
論
末
疏
の
現
在
書
中
の
最
古
の
も
の
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
。
見
聞

(
14

)

の
内
容
は
固
よ
り
探
要
記
の
如
き
詳
細
な
る
も
の
に
非
ず
。
ー
下
略
-

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
良
忠
と
良
聖
と
の
関
係
や
、
地
理
的
関
係

を
考
慮
し
て

『
群
疑
論
見
聞
』
は
、
良
忠
の
口
述
で
は
な
い
か
と
推
論

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
坪
井
博
士
は
、

三
、
良
聖
が
筆
録
し
た
約
十
部
の
良
忠
の
講
録
の
内
見
聞
な
る
名
称
の
存
す

る
の
は
本
書
の
み
で
あ
っ
て
、
他
は
す
べ
て
聞
書
と
な
っ
て
い
る
。
加
之

覚
明
房
長
西
の
群
疑
論
疑
芥
に
は
、
「南
師
見
聞
」
な
る
名
称
の
も
と

に

約
十
ヶ
所
引
用
文
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
良
忠
の
も
の
を
長
西
が
引
用
す

る
に
は
多
少
年
代
的
に
ず
れ
が
あ
る

二
、
内
容
の
引
用
書
物
に
性
相
学
関
係
の
も
の
が
多
く
、
浄
土
教
典
籍
は
極

め
て
少
な
い
。
殊
に
善
導
の
著
作
は
た
だ
二
ヶ
所
引
用
さ
れ
る
の
み
で
あ

り
、
ま
た
本
願
、
念
佛
等
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど

見
あ
た
ら
な
い
。

三
、
良
忠
の
弟
子
道
忠
の
群
疑
論
探
要
記
と
比
較
す
る
と
釈
義
が
全
然
異
な

っ
て
い
て
、
共
通
し
た
所
は
見
出
せ
な
い
。

四
、
法
相
宗
義
を
判
定
基
準
と
し
て
解
釈
し
、
殊
に
解
脱
上
人
の
相
伝
を
重

視
し
て
い
る
こ
と
。

(
15

)

五
、
良
遍
の
著
書
と
比
較
す
る
と
思
想
に
類
似
す
る
も
の
が
あ
る
。

と
言
う
以
上
五
つ
の
理
由
を
上
げ
て

『群
疑
論
見
聞
』
は
、
良
忠
の
師

で
あ
る
良
遍

の
も
の
で
あ
る
と
確
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
金
子
寛
哉
先
生
は
、
前
述

の
二
説
を
そ
れ
ぞ
れ
取
り
上
げ
て

そ
れ
ら
の
概
要
を
紹
介
し
、
ま
た
、
二
説

の
限
界
を
示
す
こ
と
に
よ

っ

て
ど
ち
ら
の
説
も
決
め
手
を
欠

い
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

(16
)

る
の
で
あ
る
。

以
上
三
先
生
の
詳
細
な
る
研
究
を
踏
み
台
と
し
て
、
私
の
意
見
を
述

べ
て
み
た
い
。
先
に

『
繹
浮
土
群
疑
論
探
要
記
』

の
中
に

『
観
経
疏
傳

通
記
』

へ
の
譲
釈
が
存
在
す
る
こ
と
を
述
べ
、
『
繹
浄
土
群
疑
論

探

要

記
』
の
撰
述
に
先
立
ち
良
忠
の
草
稿
が
あ

っ
た
で
あ
ろ
う

と

述

べ
た

が
、
そ
の
結
論
に
基
づ

い
て
考
察
す
る
な
ら
は
、
坪
井
博
士
の
説

の
よ

う
に
、
『群
疑
論
見
聞
』
と

『
繹
浄
土
疑
論
探
要
記
』
の
内
容
が

か

な

『釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
と

『群
疑
論
見
聞
』
と
の
関
係
に
つ
い
て

(村

上
)
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『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
と

『群
疑
論
見
聞
』
と
の
関
係
に
つ
い
て

(村

上
)

り
異
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
同
じ
良
忠
の
撰
述
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の

で
あ
る
。

ま
た
、
良
遍
は
、
良
忠

の
師
匠
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置

く

な

ら

ば
、
良
忠
が
良
遍
の
群
疑
論
講
義
を
南
都
で
学
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
、

充
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し

た
が

っ
て
、
『
群
疑
論
見
聞
』

は
良
遍

に
学
ん
だ

『
繹
浮
土
群
疑
論
』
の
講
義
録
で
あ
る
と
も
考
え
ら

れ
る
。

ま
た
、
『
繹
浮
土
群
疑
論
見
聞
』
に
は
奥
書
き
が
存
在
す

る

こ

と
か
ら
単

な
る
講
義
筆
記
で
は
な
く
、
良
遍
の
講
義
録
を
良
忠
が
書
写

し
、
そ
れ
を
関
東
に
持
参
し
、
再
び
良
聖
が
書
写
し
、

先

例

に

習

っ

て
、
同
じ
く
自
ら
の
奥
書
き
を
入
れ
た
と
い
う
可
能
性
も
充
分
に
考
え

ら
れ
る

の
で
あ
る
。

も
う

一
つ
、
南
都
浄
土
教
の
研
究
者
で
あ
る
淑
徳
大
学
、
坂
上
雅
翁

先
生
の
御
教
示
に
よ
る
と
、
良
遍
は
、
戒
律
復
興
の
た
め
に
下
野
の
薬

(
17
)

師
寺
に
出
向
い
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い

る

こ
と

か

ら
、
良
遍
が
関
東
に
お
い
て
の
群
疑
論
を
講
じ
、
そ
の
講
義
録
を
良
聖

が
書
写
し
た
と
し
て
も
矛
盾
は
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
『
群
疑
論
見
聞
』
は
、
良
遍

の
撰
述
で
あ
る
と

い
う

坪
井
博

士
の
説

に
私
と
し
て
は
、
同
意
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

『
繹
浮

土
群
疑
論
探
要
記
』
と
、
『
群
疑
論
見
聞
』
と

の
唯
識
関
係

の

引
用
に
お
い
て
、
多
少
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
か
ら

『
繹
浮
土

群
疑
論
探
要
記
』

の
撰
述
に
際
し
て

『
群
疑
論
見
聞
』
を
、
唯
識
関
係

の
引
用
経
論
の
典
拠
調
べ
の
材
料
と
し
て
用
い
た
可
能
性
は
あ
る
の
で

あ

る
。

こ

の
詳

細

に

つ

い
て

に
、

今

後

の
課

題

と

し

て
問

題

提

起

す

る

に
と

ど

め

た

い
。

1

『
日
本
仏
教
典
籍
大
辞
典
』

二
二
八
頁
C
-
D

(
昭
和

六
十

一
年
刊
)

2

『
浄
土
宗
全
書
』

扁
二

巻

二
二
九
頁
A

B

3
 
同
右

三
九
巻

三
二
頁
A

4
 
同
右

三

三
巻
七

三
頁
A

5
 
同
右

二
五
巻

二
三
八
頁
A

6
 

大
谷
旭
雄

「
『
往
生
要
集
義
記
』

に
つ
い
て
」

(『
浄
土
學
』
第

三
六

輯

三
七
六
頁

昭
和
六
十
年
刊
)

7
 

こ
の

一
覧
表
を
作

成
す
る

の
に

は
、
富

士
通
F
M
R
-
6
0と
S
U
P
E
R
-

O
A
L
C
3
 
R
e
l
e
a
s
e
 

2

の
ソ

フ
ト
を
用

い
て
編
集
し
た
。

ソ
フ
ト
の
詳
細

な
手
直

し

は
、
サ
ミ

ッ
ト

コ
ソ
ピ

ユ
ー
タ

シ
ス
テ
ム
ズ

の
伊
藤
行
人
氏

に

依
頼

し
た
。
特
殊
な
編

集
に
も

か
か
わ
ら
ず
御
協
力
を
た
だ
い
た
伊
藤
氏

に
心
か
ら
感
謝

の
意
を
表
す
る
。

8
 
坂
上
雅
翁
先
生

か
ら

の
手
紙

に
よ
る
詳
細
な
ご
教
示
に
よ
る
と
、

北
寺

伝

の
学
問

の
中
心

は
、
護
法

の

『
成
唯
識
論
』

(2
32
回

引
用
)
、
及
び
窺

基

の

『
成
唯
識
論
述
記
』

(
1
61
回
引
用
)
、
『
成
唯

識
論
掌
中
櫃

要
』

(2
G
。

回
引
用
)
、
慧
沼

の

『
成
唯
識
論
了
義
燈
』

(
32
回
引
用
)
、
智
周

の

『
成

唯
識
論
演
秘
』

(
1
9回
引
用
)

の
い
わ
る
唯
識

三
箇
疏

を
基
準
と

し

て

の

解
釈
、

研
究

に
あ

っ
た

こ
と

か
ら
考
え

て
も
、

オ
ー
ソ
ド

ッ
ク

ス
な
法
相

学

の
研
究
者

で
あ

っ
た
と
言
う

こ
と
が

で
き
る
。

ま
た
、
因
明
関
係

(
『
因

明
入
正
理
論
』
)
の
も

の
の
引
用
、

倶
舎
関
係
の
引
用
が

み
ら
れ

る
が
、

こ
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
に
独
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、

当
時

の
因
明
学

は
、
倶

舎
、

唯
識

の
学
と

は
離
れ
て

は
伝

え
ら
れ
な

か

っ
た

こ
と
か
ら
み

て
も
、

ま
さ
に
正
当
な
法
相
学
を
受
け
継
い
だ
者

と
み
る

こ
と
が

で
き

る
と
、

述
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ぺ
ら
れ
て
い
る
。

貴
重
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
坂
上
先
生
に
は
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
る
。

9
 
金
子
寛
哉

「『
三
心
私
記
』
に
つ
い
て
」
(『浄
土
學
』
第
三
六
輯

=
一

一
頁

昭
和
六
十
年
刊
)

10

『
浄
土
宗
全
書
』
六
巻
三
三
二
頁
A

11
 
同
右

二
巻

一
〇
三
頁
B

三
〇
四
頁
A

繹
迦
佛
末
法
者
於
佛
滅
後
判
正
像
末
即
有
四
説
一
大
悲
経
伝
正
法
千
年
像

法
千
年
末
法
萬
年
群
疑
論
三
引
之
雑
阿
含
経
云
正
法
千
歳
善
見
既
婆
沙
云

正
法
千
年
像
法
亦
爾
己
上
正
法
千
年
説
二
大
集
月
藏
分
十
云
過
去
諸
佛
正

法
七
日
滅
我
正
法
住
五
百
年
像
法
住
千
年
摩
耶
輕
云
如
來
滅
後
正
法
五
百

年
賢
劫
経
云
正
法
五
百
年
像
法
三
千
年
智
度
論
云
佛
之
正
法
五
百
歳
而
衰

微
経
律
異
相
引
佛
昇
切
利
爲
母
説
法
経
云
我
之
正
法
當
住
千
年
以
度
女
人

今
止
五
百
澤
迦
譜
云
以
度
女
人
減
我
正
法
後
五
百
年
砒
尼
母
経
云
爲
女
人

出
家
勤
請
調
御
師
正
法
鷹
住
世
満
足
於
千
年
五
百
己
損
減
絵
者
悉
如
本
浬

藥
経
及
正
法
念
経
云
正
法
五
百
年
己
上
正
法
五
百
年
説
三
大
乗
三
聚
識
悔

輕
云
正
法
像
法
各
五
百
歳
己
上
正
縁
各
五
百
年
説
四
悲
華
経
説
正
法
千
年

像
法
五
百
年
ー
下
略
ー

12
 
同
右

六
巻
五
三
八
頁
A

B

13
 
同
右

二
巻
三
二
〇
頁
B

三
二
三
頁
A

大
経
下
云
以
疑
惑
心
修
諸
功
徳
暫
不
信
猶
如
罪
福
修
習
善
本
暫
信
大
阿
彌

陀
経
云
其
人
奉
行
施
與
如
是
者
若
其
人
然
後
復
中
悔
心
中
狐
疑
不
信
分
檀

布
施
作
諸
善
後
世
得
其
福
不
信
有
阿
彌
陀
佛
國
不
信
有
往
生
其
國
錐
爾
者

其
人
績
念
不
絶
暫
信
暫
不
信
意
志
猶
預
無
所
專
擦
績
其
善
願
爲
本
故
得
往

生
其
人
壽
命
病
欲
終
時
阿
彌
陀
佛
即
自
化
作
形
像
令
其
人
目
自
見
之
口
不

能
復
言
但
心
中
敷
喜
踊
躍
意
念
言
我
悔
不
知
益
齋
戒
作
善
今
當
往
生
阿
彌

陀
佛
國
其
人
即
心
自
悔
過
悔
過
者
小
差
少
無
所
復
及
其
人
壽
終
命
審
即
往

生
阿
彌
陀
佛
國
不
能
得
前
至
阿
彌
陀
佛
所
清
浄
畳
経
同
之

14
 
塚
本
義
隆

「金
澤
文
庫
所
藏
、
浄
土
宗
學
上
の
未
傳
稀
蹴
の
鎌
倉
古
抄

文
」
(『今
岡
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
、
金
澤
文
庫
浮
土
宗
典
研
究
會
研
究

報
告
』
第

三
輯
、
五
七
八
-
五
七
九
頁

昭
和
入
年
刊
)

15
 
坪
井
俊
映

「鎌
倉
時
代
に
於
け
る
群
疑
論
繹
書
に
つ
い
て
」
(『
日
本
佛

教
学
会
年
報
』
第
二
一
號

昭
和
三
十
年
刊
)

16
 
金
子
寛
哉

「『群
疑
論
』
の
註
繹
書
に
つ
い
て
」
(『坪
井
俊
映
博

士
頒

壽
記
念
佛
教
文
化
論
孜
』
昭
和
五
十
九
年
刊
)

17
 
手
紙
に
よ
る
詳
細
な
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
選
者
決
定
に
関
す
る
根
拠
と

な
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

坂
上
先
生
に
は
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。

『傳
律
図
源
解
集
』
下

聖
然
大
徳
真
言
院
第
二
阿
閣
梨
也
。
密
教
承
二干
守
公
殉戒
律
受
二干
謹
玄
叩

随
二智
舜
一研
コ究
三
論
叩孤
標
絶
倫
。
随
二密
嚴
大
徳
一究
コ暢
台
宗
叩學
解
優

長
独
コ歩
律
路
殉
元
是
良
遍
上
人
親
度
弟
子
也
故
究
二法
相
叩
良
遍
上
人
合

力
興
コ隆
下
野
薬
師
寺
叩
厭
後
弘
二
楡
伽
傳
法
遠
近
譜
法
一
甚
昌
。
可
レ謂
二

氷
藍
之
徳
一者
也
。

(新

『
日
本
佛
教
全
書
』
六
四
巻
三
三
五
頁
B
)

『
大
悲
菩
薩
並
弟
子
行
状
集
』

聖
然
律
師
承
二密
聖
守
叩
稟
二律
謹
玄
叩
密
嚴
大
徳
。
學
二
台
宗
鱒後
中
コ
興

下
野
薬
師
寺
一良
遍
上
人
親
度
授
戒
之
門
人
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

『釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
、『群
疑
論
見
聞
』

(仏
教
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
助
手
)

『釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
と

『群
疑
論
見
聞
』
と
の
関
係
に
つ
い
て

(村

上
)
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